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Research Abstract

シクロプロピルアシルシラン(1)の合成的利⽤に関する研究の⼀環として、1の炭素三員環を環拡⼤させてシクロブタノン誘導体(2)および2-シリル-4,5-ジヒドロフ
ラン誘導体(3)へ選択的に変換するとともに、IIIの反応性について検討した。 
まず、三員環炭素上に各種置換基を持つ1を、求核性の低いアニオン部を有する強酸で処理して、対応する環拡⼤⽣成物2または3を選択的に得た。この選択性は基
質の構造や⽤いた酸に依存した。すなわち、硫酸と2-アリールシクロプロピルアシルシランの反応では良好な収率で2-アリールシクロブタノンが⽣じた。1の2位
置換基がアリール基以外では、3のみが⽣成した。また、トリメチルシリルトリフラートとの反応では、1の種類に無関係に、3のみが定量的に得られた。これらの
反応は1に特徴的で、炭素同族体では認められないものである。その反応機構についても考察を加えた。 
ジヒドロフラン誘導体(3)の各種親電⼦剤および求核剤との反応を検討した。3と親電⼦剤としてのハロゲン化スルフエニルや臭素との反応では、3の3位オレフイ
ン⽔素がPhS基、X基で置換された⽣成物が得られた。また、パラジウム触媒存在下での3とヨウ化アリール基とのクロスカップリング反応も良好な収率でアリール
置換ジヒドロフラン(4)を⽣じた。この際、フラン環の5位に置換基を持つ3では、環内⼆重結合の移動が顕著で、2位または3位⽔素がアリール基で置換された⼆異
性体が70:30の⽐で⽣じた。しかし、フラン環の4,5位の双⽅にアルキル置換基を持つ3では、選択的に3位⽔素のみがアリール置換された。なお、3が⼀種の環状
エノールエーテルであることを利⽤し、親電⼦剤と求核剤を使い分けて、カルボニル基のα位及びγ位に望む置換基が導⼊された⾮環状アシルシランの作り分けを検
討したが、初期の⽬的を達成できなかった。
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